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Abstract　 This　paper　discribes　the　modal 　and 　chemical 　compositions 　of　sandstones 　from

Paleocene （〜）formations　in　the　Nishiokoppe−Takinoue （N ．−T ．）area
，
　 and 　from　Eocene （？）

formations　in　the　Tatsuushi−Maruseppu （T ．−M ．）　area ，　the　northern 　Hidaka 　belt，　Hokkaido ．

　 The 　sandstones 　from　the　N 厂 T ．　area 　are 　poor 　in　quartz　and 　rich 　in　andesitic 　volcanic 　rock

and 　argillaceous 　rock 　fragments　 The　sandstones 　from　the　area 　are 　charactrized 　by　Iow

SiO2 （56−67％），　 high　 TiO2　 and 　Fe20 ヨ 十 MgO 　 contents ，　and 　plot　in　the　 oceanic 　 and

continental 　island　arc 　fields　in　TiO2− （Fe203十 MgO ），　K20／Na20 − SiO2　and 　Al203／SiO2−

（FeO 十 MgO ）／（SiO2十 K20 十 Na20 ）diagrams．　Therefore，　most 　of　the　clastic 　sediments 　in　the
N 。−T ．area 　were 　derived　from　an 　active 　magmatic 　arc ．The 　characteristics 　of 　the　sandstone

from　the　N 厂 T ．　area 　are 　similar 　to　those　of 　Paleocene　clastics 　in　the　Tokoro 　and 　Nemuro

belts，　eastern 　Hokkaido ．

　The 　sandstones 　from　the　TrM ．　area ，　the　eastern 　marginal 　zone 　of　the　nerthern 　Hidaka

belt，　have　a 　low　content 　of 　volcanic 　rock 　fragments，　and 　somewhat 　high　content 　of 　quartz，

chert ，　schists ，　and 　plutonic　rock 　fragments ，　in　co 皿 parison 　with 　the　sandstones 　from　the 　N ，
−T ．area ．　Most 　volcanic 　rock 　fragments　are 　acidic 　to　intermediate 　in　composition 　on 　the

basis　of　their　texture．　These　sandstones 　plot　in　the　active 　continental 　margin 　or　continental

island　arc 　fields　of　the　discrimination　diagrams　described　 above ．　 These　compositional

features　strongly 　resemble 　the　charactaristics 　of 　rocks 　from　the　Eocene　Yuyanbetsu　and

Rurochi　Format ｛ons 　in　the　eastern 　marginal 　zQne 　of　the　Hidaka　belt．　Clastic　sediments 　of

this　zone 　seem 　to　have　been　derived　from　an 　evolved 　arc 　and 　older 　accretionary 　complex

provenances ．

Key 　 evords ：Paleogene ，　Hidaka 　belt，　sandstone 　petrology ，　provenance
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　北海道 の 中央部 の
“

白亜系
”

に 関する研 究 は，近 年

著 し く進歩し ， 放散虫化 石 に よ る地 質年代の 決定 ，

堆積学的研究に も と つ く堆積環境や後背地 の 推定

な どか ら，そ の構造環境 が 議論 され て い る （Okada ，

1983；君波ほ か ， 1985， 1986；紺谷ほ か ， 1986；君波，

＊
北 海 道 立 地 下 資 源 調 査 所 ．Geological　 Survey　 of

　　Hokkaido ，　N19 　W12 ，　Kita−ku，　Sapporo　 O60，　Japan．

1989；な ど）．これ ら の研 究に よ れば ， 北 海道中央部 の

“
白亜系

”
は ， ア ジ ア 大陸東縁お よび オ ホーツ ク古陸

南〜西 縁 に 存在 した 2 つ の 島弧
一

海溝 系 に お ける

前弧海盆 堆積物や 海溝充填 堆積物 と考 え ら れ て い

る．しか しなが ら， 両者の接合部に あた る と考え ら

れ て い る 日高帯の 日高累層群 に つ い て は，依然不明

な点が多 い （君波ほ か ， 1986；田 近 ， 1989）．

　　日高帯北部 の 日高累層群 は泥岩 ・砂 岩な どの 砕屑

岩類を主体 と し ， 少量の チ ャ
ー

ト
・
石灰岩な ど の 異
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地性 の 岩塊 を伴 う．また ， 同累層群 は， 陸源砕屑岩

類 の 堆積場 で 噴出や 貫入 し た緑色岩類 を特徴的 に

伴 う．こ れ らの緑色岩類を含む砕屑岩の 堆積場 と し

て ， 海溝
一
海嶺三重点付近（君波 ， 1989；君波 ほ か ，

1990a）や陸域に近 い 海嶺 ・海膨周辺（Mariko ，
1984；

Miyashita＆ Katsushima ， 1986；宮下 ， 1987；田 近 ，

1989）な どが考え られ て い る．日高帯北部の 日高累

層群 の 堆積年代 は，これ まで 白亜紀後期 の サ ン トニ

ア ン 〜カ ン パ ニ ア ン ある い は マ ス ト リ ヒ チ ア ン と

さ れ て い た が〔田 近 ・岩 田，1983；岩 田 ・加藤 ， 1986），

最近 で は古第 三 紀暁 新世 や 始新 世を示 す放散 虫化

石が 各地 か ら発見 さ れ （Watanabe ＆ Iwata， 1985；
君波 ほか ，1990a；田近 ・岩田 ， 1990）， 日高帯北部に

古第三 系が 広 く分布す る 可能性が 強 くな っ て い る．

　 日高帯北部の砕屑岩組成に つ い て は ，
こ れ ま で ほ

とん ど報告されて い ない ．本研究で は ， 日高帯北部

の 砂岩組成の概要 を把握 す る と共 に ， 地域 的（あ る い

は時代 的）な 組成 の 変化 を 明 ら か に す る た め に 日高
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に しおこっぺ 　 たきの うえ

帯北部の 中央部 に位置す る西 興部
一
滝 上地域の 暁

　 　 か み お こ っぺ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ つ こ つ

新統上 興部層 ・西興部層 ・札滑層 ， お よび東縁部に
　 　 　 た つ うし　　まるせっぷ 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　うえ ん こ た ん

当た る 立牛一丸瀬布地域 の 始新統（？）立牛層・上 古丹
　 　 かみ まる　　　 かなやま

層 ・上丸層 ・金 山層の 砂岩 に つ い て ， 予察的に モ ー

ド組成 ・全岩化学組成 の 比較 ・検 討を お こ な っ た．

地 質

　 日高帯北部は ， そ の年代 ， 岩相構成お よび地質構

造 の 特徴 か ら以 下 の A 〜E の 5 つ の 帯 に 区分 され

る（第 1 図）．A 帯は ， 前期白亜紀 の メ ラ ン ジ ェ や セ ノ

マ ニ ア ン の砕屑岩類か らな る地 帯で あ り ， 日高帯南

部 の イ ドン ナ ッ プ帯（清川 ，
ユ989）の 北 方延長部 と考

え られ る（宮下ほ か ，工990）．B 帯か ら E 帯に か けて

は ， 主 と し て 砕屑岩類 か ら な り， そ れ ら の 堆積 と同

時的 に 形成 さ れ た 緑色岩類や堆積性 の メ ラ ン ジ ェ

を伴 っ て い る．そ れ ぞ れ の 帯は ほ ぼ南北方向の 断層

に よ っ て 画 され て お り， そ の 分布方向と調和的な
一

般走向を示す帯 と，大 き く斜交す る帯 とが交互 に配

列し て い る（田近 ， 1989；宮下 ほ か
，
1990）．デ

ー
タ は

少な い が ， 各帯で こ れ ま で報告さ れ た放散虫化石時

代 の うち最 も新 しい 年代 は ， B 帯が サ ン トニ ア ン

〜カ ン パ ニ ア ン （岩田・加藤 ，
1986），

D 帯が 古第三 紀

暁新世（田 近 ・岩田 ， 1990）， お よ び E 帯が 始新世（君

波ほか ， 1990a）で あ る．

　今回砂岩組成 の 検討 を行 っ た の は，D 帯 の 東部 に

位置す る 西興部 一滝上 地域 ， お よ び E 帯の 立 牛
一

丸

第 1 図．北部 日高帯の地質概略．H ．B．： 日高帯，　 T ，B．： 常呂帯．　 A 〜E は北部 日高帯 の 地帯区分．

N ．−T ．お よ び T ．−M ．は ， そ れ ぞ れ西興部
一
滝上地域（第 2図）お よ び立牛一丸瀬布地域（第 3 図）．RU

は瑠橡層分布地域．説 明 は本文参照．
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第 2 図．西興部
一

滝上地域 の 地質 図．田近 ・岩 田（1990）を修正加筆．説明は本文参照．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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瀬布地域で あ る（第 1 図）．

1．西興 部 一滝上地域

　こ の 地域 の 日高累層群 は ， 上興部層 とその構造 的

な上位 に分布す る西興部層お よ び札滑層に 区分 さ

れ る．こ れ らの 地層 は，多少 な り と も変形 し ， 互 層

の 場合膨 縮構造 が 認 め ら れ る こ と が 多 い ．こ れ ら

は ， 礫岩 ・砂岩 ・
泥岩か ら な る新第三 系中新統 に不

整合 に おおわれ る（第 2図）．

上 興 部層 ；長谷 川 ほ か （1969）の 命名，中村 ほ か

（1980）の再定義に よ る．新第三 系の 分布を は さ ん で ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ： こつ

興部 川流域 と， サ ク ル ー川 お よ び渚滑川 の 流域 に ，

層理 に ほ ぼ 平行な NNW −SSE の 方向 に 分布す る．

主 と し て薄層理 砂岩泥岩 互 層 ， 珪質泥岩 ，
お よ び 赤

色 ・緑色 ・黒色 の 泥岩か ら な り， 玄武岩熔岩や塊状

砂岩 ， 厚層理砂岩泥岩互 層を伴う．黒色泥岩や砂岩

に は石灰岩 の 岩塊を含む こ と が あ る ．特 に 上興部北

方 の 山地 に は 石灰岩 や チ ャ
ート， 緑色岩な ど の大小

の 岩塊（最大長 径 400m）を含む変形 した オ リス トス

トロ ーム （本間の沢メ ラ ン ジ ェ ： 田近 ・
岩田，1990）

が分布す る．小褶曲，単層の 破断お よ び層理面 に 準

平行な断層の発達が著 し く， 本層の厳密な層序や構

造 は明 らか で はない が ， 全体 として調査地域北部の

興部川流域で は 北東側上 位，ま た南部 の サ ク ル
ー

川
　 もお こっぺ

や 藻 興部川 の 流域 で は西側上位 の構造 を 示 す ．大 局

的 に 上位 に 向か っ て 赤色 泥岩 ， 緑色泥岩〜珪質泥

岩 ， 黒色泥岩〜薄層理砂岩泥岩互層 ， お よ び厚層理

砂岩泥岩互層〜塊状砂岩の順に移化す る 上 方粗粒

化 ・厚層化 ユ ニ ッ トが しば しば観察 さ れ る．赤色泥

岩 に は こ の 泥岩 の 堆積時 に 活動 した と推 定 され る

玄武岩を伴 うこ と もある（田近・岩田 ， 1990）．上興部

層 の 赤 色 泥 岩 ・珪 質 泥 岩 か ら は StylosPhaem

gorana，や Lithoca？nPe （？）garanulata な ど の放散虫

化石 が報告 され て お り，そ の 厚層化 ユ ニ ッ トの 少な

くとも下半部 は古第三 紀暁新世前期の 地層と考 え

られ る 〔田 近 ・岩 田，1990）．な お
， 本間 の 沢 メ ラ ン ジ ェ

の チ ャ
ートや 珪 質 泥岩 か ら は 三 畳 紀後期 お よ び 白

亜紀後期の放散虫化石が産出す る．

西興 部層 ：上興部 層 の 構造 的 な上 位 に は砂岩 が ち

　 TATSUUSHi

碆
欝

罫
・・

5

　　 11．・
’

、
i］

縄

　 　 　 　 　 lii ・vVi ・∈

　
’tti’tニtttv　つ−’ttノ’ニ　 を　　　 げ，　つ，ニ，ニ’　　　　／e

攤lili……誓

　　　　　　　、欝
　 　 　 　 　 　 　 广。IIi广e　 。广、F

　　　　　 、無 iii藏 ／
　 　 　 　 t／、、u こミ

’
；・：1：調謡；、3 、調 ：lP，．「、　　　　 ’　／t／sズ／／ヨモト：　eミら｛fiあ／／　ニ／，e｛t／ま／v／／，　　　　　　　　　ノノ　

　

、黶 …・嚢……靉：1；1；；i灘鑼織、

’

　 　 　 　 　 　 ’　『　窮 願 溥 ∈i
・二§こ・溺 ∈li ；き聶 二ε

1：liifYygsy　
・ii：驚

阿い… 椰 蝋厚

戮…雛1
蔘

VJ 躍
榊「

　 謙 　　　　　ノ

　
／t
　 　 　 ノ

　 　 Quatemary −
口　　　　　 Neogene

Eヨ　Tatsuushi　E

［コ Uenkotan　F

匚Z］G ・e 帥 s 奪  ・

廳 Kamimaru　F．
★ 匿 ● 　EKotic　BI  k

圀 Kanayama 　F

　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　・、1薪　 　　　　　 ・

　　　　　　蕪i　 翅 第 筋 　ξ1．、

霧 謙
臟 緲 i挈 ・

」 一
一

　 　 　 　 　 　 　 x！〆

ン 麟
　　　　　靉

　　　　　韃 熟 憲飃 纏
・
黝 夷∫笏 ，・〃 プニ

趨 …………・……ll懿；…・…i織讎 鑿蠶 i薇 ’ゴ

魂

〆羅

第 3 図．立牛
一

丸瀬布地域 の 地質概略図．八 幡ほ か （1988）を
一

部加筆修正．

上丸層中の 外来岩体は，そ れ ぞ れ緑色岩 （★ ），チ ャ
ー

ト（■〉，石灰岩 （●）．

説明 は本文参照．
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の地層が 分布す る． こ の うち ， 北部の 興部川流域に

分布す る もの は 西興部層（君波・紺谷 ， 1988， 再定義〉

と 呼ばれ て い る ．西興部層は 塊状砂岩 や厚層理砂岩

泥岩互 層を 主 と し ， 薄層理砂岩泥岩互 層を伴 う。化

石 は報告さ れ て お らず， 年代 は不明で あ る．な お ，

西興部層 あるい は中興部層（遠藤・橋本 ，1956）と呼 ば

れ る砂岩優勢 の 地層 は調査地域 の 北東方 に 広 く分

布 し て お り， 興部川流域で は ペ ル ム 紀石灰岩を含む

礫岩が報告さ れ て い る（遠藤・橋本 ， 1956）．こ れ と調

査地域の 西興部 層と の 関係 は現在の と こ ろ不 明 で

あ る．西興部層 と 上 興部層 と は 観察 し た 限 り断層関

係で あ る．両者の 全体的な構造は調和的で あ る．

札滑層 ：中村 ほか（1980）の 命名．調査地域南部 の サ

ク ル
ー

川 や 藻興 部川 の 流域 に 分布す る 上興部 層の

上 位 に 整合的 に発達 す る （第 2 図）．厚 層理砂岩 泥岩

互層 を主 とし， 薄層理砂岩泥岩互層 お よび塊状砂岩

を伴 う．部分 的 に 珪質泥 岩 の薄層を挾 む こ と が あ

る．化石は発見さ れ て お らず， 年代は 不明で あ る が ，

層序関係 を考慮す る と 上興部層 よ りや や新 しい 地

層と考 えられ る．

2．立牛
一

丸瀬布地 域

　 こ の 地域は 日高帯の 東縁部に あた る．こ の 地域 の

日高累層群は ， 大局 的 に NE − SW の 走向 を示 し
， 東

側 か ら帯状 に 配列 し た金山層 ， 上丸層 ， 上 古丹層 ，

お よ び立牛層か ら構成 さ れ る （第 3 図）．菓側 に は こ

れ らをお お う新第三 系が広 く発達 し ， 常呂帯 と の境

界 が 伏在す る もの と推定 さ れ る ．い ずれ の 地 層 も，

放散虫化石 か ら サ ン トニ ア ン 〜カ ン パ ニ ア ン （岩

田 ・加藤 ， 1986）， あ る い は カ ン パ ニ ア ン〜マ ス ト リ

ヒ チア ン （lwata ＆ Tajika，1989）と考 え られ て い た

が ， こ れ らの 年代を示すと推定 さ れ た放散虫化石群

集の 中に古第 三 紀型 の化石が 含ま れ て い る こ と が

次第 に 明 らか に な っ て き て お り（lwata ＆ Tajika
，

in　press），これ らの 地層の 少な くと も
一部 は古第三

紀始新世 の 地層で あ る 可能性が高 い ．

金 山層 ；八 幡ほ か （1988）の 金 山 コ ン プ レ ッ ク ス 主部

に 相当し， 丸瀬布周辺 に 分布す る．様々 な量比 で互

層す る砂岩 ・泥岩を主体 と し ， 泥岩 ， 含礫泥岩 ， 含

礫砂岩 ，塊状砂岩，礫岩，お よ び酸性凝灰岩薄層を

伴 う．全体と して東側上位の構造を示すが ，堆積同

時的な 変形 を受け て い る た め構造の詳細は不明で

あ る．礫岩 や含礫 砂岩 ， 含礫泥岩 は，砂岩 ・泥岩 な

ど の イ ン トラ ク ラ ス トの 他 に 径 0．5〜5cm の チ ャ
ー

ト， 酸性凝灰岩 ， 玄武岩 ， お よ び安山岩な どの礫か

らな る（第 4 図）．新第三 紀 の 鉱化作用 に と もな う変

質や花 崗岩 の 貫入 に よ る接触変成作用 を受 け て お

り砂岩組成 の 検討 に は あ ま り適 さ な い ．

上 丸層 ：八 幡ほ か （1988）の 上丸 コ ン プ レ ッ ク ス に 金

金山層 1

金 山層 2

上 古丹層 1

上 古丹 層 2

0 20 40 60 80 100％

鬮 泥岩

匡璽ヨ砂 岩

鬮 珪 質泥岩

區 チ ャ
ート

澀 酸 性凝 灰岩

匪 火 山岩 A

匿驪 火 山岩 B

第 4 図．金 山層 お よび上古丹層 の 礫質岩 の 礫組成．中礫〜細礫 を 50〜70個

数 え，個数比 で 表示 した。火山岩 A は石英安山岩〜安山岩 ， 火山岩 B は玄

武岩〜玄武岩質安山岩．金山層 1 ：含礫砂岩（金山）で あ り，砂岩 と泥岩礫以

外 は 円礫 ， 同 2 ：含礫泥 岩（丸瀬布前田 の 沢）で あ り，ほ とん どが 亜角礫〜角

礫。上 古丹層 1 ：細礫岩 （上 古丹 川 上 流林道）で あ り ， 円 礫〜亜円礫 ．上古丹

層 2 ：含礫砂岩（上古丹川）で あ り ， 砂岩 ・泥岩を除 い て 円礫．イ ン トラ クラ

ス ト とみ られ る 砂岩や泥岩 を除 く とチ ャ
ー

ト・珪質泥岩 が 共通 し て多 い ．金

山層で 火山岩が 多 く， 特 に 金 山層 2 が玄武岩質岩 に 富む．
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山 コ ン プ レ ッ ク ス の
一

部（メ ラ ン ジ ェ
・ユ ニ ッ ト）を

含め た もの で あ る．丸瀬布川の北側か ら紋別 市上古

丹 J［1上流地域 に か けて 分布 す る．波長数 m 〜数 10m

の 閉 じ た 非対称褶曲 と小断層 に よ り様 々 な程 度 に

層理 が破断 ・変形 し た砂岩泥岩互層か らな る大規模

なオ リス トス トロ ーム堆積物 と考えられ る．塊状砂

岩，含礫砂岩，お よび酸性凝灰岩薄層を伴 う．層理

の破断し た砂岩泥岩 互 層中 に は し ば し ば 赤色 ， 灰色

な い し緑色 の チ ャ
ート・珪質泥岩（ジ ュ ラ紀後期〜白

亜紀前期）， 石灰岩（白亜紀前期 ）， お よび緑色岩の岩

塊（径数cm 〜数 100m ）が 含ま れ る．時 に そ れ らは，

数 m か ら 1   の幅で 帯状に集中し て 分布す る．層理

面 や褶曲軸面 の 走 向傾 斜は
一

定の 方向を示 さ な い

が ，

一
般に低角で あり， 全体 と し て複背斜状 の 構造

を とっ て い ると推定 され る（八 幡ほ か ， 1988）．東側の

金 山層 と は断層関係 と推定され る．なお
， 上丸層は ，

日高帯の最 も東側 に 位置 す る異地性 の 岩塊 を含 む

ユ ニ ッ トで あ り， そ の 産状 と成因に つ い て は別の機

会 に 報告す る 予定 で あ る，

上 古 丹 層 ：田 近 ほ か （1988）， 八 幡ほ か （1988）の 上 古

丹 コ ン プ レ ッ ク ス で ある．主に砂岩 ・
泥岩 と緑色岩

か らな り，

一
部に レ ン ズ状の砂岩と泥岩基質か らな

る層理 の 破断し た砂岩泥岩互層，お よびチ ャ
ート ・

珪質泥岩の 円礫な い し亜 円礫 と砂岩 ・泥岩 の イ ン ト

ラクラス トを含む礫岩を伴 う（第 4 図）．南北方向に

岩相構成が 変化す る．南部 の 立牛川流域 で は厚 層理

砂岩泥岩互層が 多 く， 緑色岩 は シ
ー

ト状 の ド レ ラ イ

トを主体 と す る が ， 北部で は砂岩の 量が少な くな

り，緑色岩 は玄武岩質枕状熔岩を主体 とす る．産状

か ら こ れ らの 緑色岩類は，陸源砕屑岩 の 堆積場 で 活

動 した と考えられ る（田 近 ほ か ， 1988）．泥岩 か ら は

lower　bathyal（〜abyssal？）zone を示 す底生有孔虫

化石が産出す る（田近・岩田，1989）．上丸層 と は断層

関係 に あ る。

立 牛 層 ：田 近 ほ か （1988）の 立 牛層（仮称）に 相当す

る．石灰質団塊を含む暗灰色泥岩 を主 と し，珪質泥

岩，角礫岩お よび砂岩を伴 う．層理が不明瞭で あり，

砂岩は泥岩中に 不規則 に 混 じ りあ っ て い る．こ の 混

在現象 の 多 くは 生物擾乱に よ る と考え られ る が ，一

部 に はス ラ ン プ に よると推定され る場合 もある．砂

岩に し ば し ば海緑石 の 集中す る部分 が ある。本 層 か

らは石灰質有孔虫が産 出す る．ま た，珪質泥岩 に は

古第 三 紀始新世 とみ られ る放散虫化石 が 認め られ

る（岩田談話）．立牛層は北部 に お い て は上古丹層の

上位に 整合的 に 累重す る．岩相や年代 を考慮 す る

と
， 上古丹層 と立牛層 と は ， 始新世を示す放散虫化

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 る　う ち

石 が 報告 さ れ て い る興部 地域 の 瑠橡 層 A 層 お よび

B 層（君波ほ か，1990a）の 南方延長部，も し くは そ の

相当層 で あ る 可能性が高 い ．

砂 岩 の モ ード組 成

　両地 域か ら採集 した中粒〜粗粒砂岩試料 に っ い

て
，
1 枚の薄片 に つ き 600〜1200 ポ イ ン トの鑑定を

行 い ，石英，長石類 （以下，長石 と略記）， 各種岩片

（火山岩 ・砂岩泥岩 ・チ ャ
ー

ト
・片岩類 ・深成岩），

随伴鉱物 ， お よ び基質 の 量比 を 求 め た．第 1表に そ

の 結果 を，第 5 図 に その 石英 （Q）
一

長石 （F）一岩片

CR）三 角図を示す．

1．西興部
一

滝上地域

　全体 と し て 組成上 の ばらつ きが 大 き い ．淘汰度 や

円磨度は一般に低 い ．基質が 18〜45％ で あ り，岩片

が 28〜65％ の 石質砂岩か ら な る．全岩片に対す る 火

山岩 の 量比 が 23〜57％ と高 い ．火 山岩 は
一

般 に ハ イ

ア ロ ピ リ テ ィ ッ ク な い し ピ ロ タキ シ テ ィ ッ ク組織

を示 し， し ば し ぼ斜長石斑 晶を と もなう安 山岩質岩

が 多 く， イ ン ターグ ラ ニ ュ ラーあ る い は イ ン ター

サー
タ ル 組織を示す玄武岩質岩 もみ られ る．多 くの

試料で 不 安定成分 で あ る ス コ リ ア や 軽 石 を 伴 う（第

1表 で は火山岩 片 に
一

括した）．ス フ ェ ル リテ ィ ッ ク

組織を持 つ 酸性火山岩的な岩片 をまれ に 伴 う．そ の

他の 岩片で は ， 砂岩や 泥岩が多 く，チ ャ
ー

トも ご く

少量なが ら含まれ る．片理 を持つ 泥質岩や ， 複数 の

斜長石 か らな り石 英 な い し黒雲母 を伴 う深成 岩が

わ ずか に み られ る．石英含有量 は 0．2〜10％ と極 め

て 少 な い ．石英 の ほ とん ど は単結晶石英 で あ り， 波

動消光す るもの は少 な い ．長石 は斜長石 を主 と し ，

カ リ長石 は極め て少な い ．斜長石 は短柱状半 自形 を

示す もの が多 く， ア ル バ イ ト化 し た も の も含 ま れ

る。ま れ に 微斜長石 が み られ る．随伴鉱物 は緑泥石

に交代 さ れ た 角閃石 あ る い は輝 石の， お よび黒 雲

母 ， 不透明鉱物な どで あ る．

　 ユ ニ ッ ト別に みる と，札滑層や西興 部層 に お い て

特に 火山岩 片の 量 が 多い ．こ れ ら に は普遍的 に ス コ

リアや 軽石 が 含 まれ て い る．上興部層中に もそ れ ら

に似た組成 を示す砂岩が あるが，泥岩優勢互層中 の

中粒砂岩 （Tsh107〜116）で は火山岩片が比較的少な

く，石英量が やや多 くな る傾向に あ る．

　第 5 図に こ の地域の砂岩組成 と 共 に 常呂帯 の 最

上 部 白 亜 系 （？）〜暁 新 統 湧 別 層 群（Kontani ＆

Kiminami ，1980）お よ び 日高帯南部 の 最上部 白亜 系

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

北海道，北部 日高帯 の
“
古第三 紀

”
砂岩 の 組成 19

第 1 表．日高帯砂岩 の モ
ー

ド組成 （面積比，％）．火山岩片 に はス コ リア・

軽石 を含む．砂岩泥岩に は珪質泥岩を含む．

地 層 名　NO ．　 　 石 英　長石　 （岩片） 火山岩　砂岩泥岩　 チャ
ート　 片岩類　深 成岩　随伴鉱物　基 質

上 興部層　Tsh19

　 　 　 Tsh31

　 　 　 Hon4

　 　 　 KO33

　 　 　 KO38

　 　 　 Tsh10了

　 　 　 Tsh10B

　 　 　
’
rsh109

　 　 　 TshlI6

　 　 　 Shs
　 　 　 Sh7

†L　滑　層　　Tshl

　 　 　 Tsh6

西興部層　KO2

　 　 　 NO24

金 山 層　 Yu65

　 　 　 Yu66

上 丸 届　 A12

　 　 　 A29

　 　 　 MTl
　 　 　 MT6

　 　 　 MTIO

　 　 　 MTZs

　 　 　 Yu6S
　 　 　 Yu75

　 　 　 Yu80

上古丹 層　Ue12
　 　 　 Ue62

　 　 　 TA8

　 　 　 TAIO7
　 　 　 TA112

立 牛 層　 TAZ3
　 　 　 TA24

　 　 　 Ue206
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．0　　47、4
］．8　　14，03
．9　　／4、65
．5　　 24、32
．7　　 19．77

．4　 　 16、7
14、0　　　36、34
．3　　26、3

（？）中の 川層群（紺谷 ，
1980＞の砂岩組成範囲を示 した．

本 地域 の 砂 岩 は，Dickinson ＆ Suczek（1979）の

magmatic 　arc 　provenance の領域に プ ロ ッ トされ ，

中の 川 層群な い し 湧別 層群の組成 に 類似 し た 特徴

を示す．本地域 の 砂岩 の 供給源 と して は，堆積 盆 に

比較的近 い ， 火成活動の活発な乗発達な島弧で あっ

た可能性が高い ．
一

方 ， 本地域 の 砂岩 に 少量 なが ら

含 ま れ る チ ャ
ート は，西興部 層の礫岩や本間 の 沢メ

ラ ン ジ ェ な ど の ペ ル ム 紀か ら白亜紀前期 まで の比

較的古 い 岩塊 と同様に 古期の 付加体か ら供給 さ れ

た リサイ クル 起源 の 岩片 で ある可能性 もあ る。

2．立 牛
一丸 瀬布地 域

　岩片量 比 が 22〜51％ ， 基質 が 14〜47％ の 石 質砂

岩で あ る。淘汰度や 円磨度は低 い が ， 比較的円磨さ

れ た チ ャ
ート岩片や石英 も認 め られ る．前述 の 西興

部
一滝上地域 の 試料 に 比べ ，明 ら か に 石英含有量が

多 く（9〜22％）， 火山岩 片（9〜31％）が 少 な くな っ て

い る．そ れ に対 して 長石量は余 り変わ ら な い 。石英

は ， 単結晶石英が主体で あ る が ， どの試料 に も多結

晶石英 が 含まれ る．単結晶石英 に は 波動消光 を示す

も の が わずか な が ら認 め られ る．多結晶石英 は定方

向配列 したもの が多 く， 粒形 ・形態の不規則な もの

がそれ に 続 く。長石 は大部分 が 斜長石 で あるが
， ほ

と ん ど の 試料 で 微斜長石や パ ーサ イ トが 認 め ら れ

る．岩片は火山岩片が最 も多 く， 砂岩 ・泥岩 ， お よ

び チ ャ
ート の 順 に 続 く．火 山岩 片 は ，

ス フ ェ ル リ

テ ィ ッ ク な い し グ ラ ノ フ ィ リ ッ ク組織 を持 つ 酸性

火山岩 や ビ トロ ク ラ ス テ ィ ッ ク組織 を示 す 酸性凝

灰岩 を 主 と し，つ い で 安 山岩質岩 が 多 く， 玄武岩質

岩を伴 う．玄武岩質岩片に は比較的不安定 な成分 と

み られ るバ リオ リテ ィ ッ クな組 織 を持 つ も の が あ

る，ス コ リ ア は ほ と ん ど見 られ ない ．堆積岩片は イ
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　 Q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　F　　　　　　　　　R
第 5 図．北部日高帯砂岩 の 石 英（Q）

一
長石（F）一岩片（R）組成．湧別 層群 と中 の 川層群 の 組成範囲 は ，

Kontani ＆ Kiminami （1980）お よ び紺谷（1980）に よる．説明は本文参照。

ン トラクラス トの砂岩 ・
泥岩の ほ か に，放散虫化石

を含む 珪質泥岩 お よびチ ャ
ートが 普遍的 に 認 め ら

れ る．なお ，上古丹層礫岩 中 の 灰緑色 チ ャ
ー ト礫 か

らは白亜紀前期 とみ られ る放 散虫化 石が認め ら れ

て い る（田近 ・岩 田 未公表）．そ の ほ か に 酸性深成岩起

源 と み ら れ る岩片 や片状構造 を もつ 泥質岩が認 め

られ ， そ の 量 は西興部
一

滝 上 地域 に 比 べ 多 い ．随伴

鉱物 と して は
， 黒雲母や海緑石 が 多 く， こ の他に普

遍角閃石や ， 輝石類，ジ ル コ ン
， 不透明鉱物な ど も

認 め られ る．

　 ユ ニ ッ ト別 に み る と ， 石 英 一
長石

一
岩 片 の 量比 で

は ， 金山層と上丸層 とは組成的に ほ と ん ど 区別 が つ

か ない ．また ， これ ら両層に対 して 上古丹層 と立牛

層 と は長石量 に やや乏 しい 傾向に あ る，火 山岩片 の

量比 は ， 金山層 と上丸層で は 18〜29％と比 較的安定

して い る の に対 し ， 立牛層で は少な く， 上 古丹層は

ば ら っ きが 大 きい ．

　随 伴鉱物 の 量比 が 立牛層 で 大 き な値 と な っ て い

る の は，海緑石が 濃集す る層準が あ る か ら で あ る．

海緑石 は立牛層 の い ろい ろな層準 に認 め ら れ る が ，

やや砂岩質 な岩相か ら厚 い 珪質泥 岩 に 移 り変 わ る

部分 ， ある い は生物擾乱 をうけた砂岩に多い ．海緑

石 は 肉眼 で だ 円 形 あ る い は，そ れ らの 集合体状を示

し，不均質に 散在 する．長径は 4   か ら D．05   で あ

り， 1   程度 の もの が 多 い ．鏡下観察に よ る と ， これ

らの 海緑石 は微細な結晶 の 集合体 で あ り， 結晶は定

方向配列を示 さない 。砂岩の基質や放散虫殼 の 内部

を海緑石が 交代 した り， 雲母鉱物を交代 し た もの と

考 え ら れ る粒子 が 同
一

の 砂 岩 の 中 に 共存 して い る

な ど の 産状 を示す こ とか ら ， こ れ ら の 海緑 石 は二 次

的に再堆積 し たもの ではな く， 立牛層の 堆積場 で 生

成 した もの と考え られ る．

　本地域 の 砂 岩 を西興部一滝上 地 域 の 砂 岩 とQFR
図で比較す る と，分布領域 が

一
部重な る も の の全体

として 岩片に 乏 し く，石英 に やや富む傾 向が認め ら

れ る．ま た，湧別層群砂岩 の 分布領域 か ら は ず れ ，

中の 川層群で もや や岩 片の 少な い 領域 の 砂岩 と類

似 す る．モ ード組成か らみる と西興部一滝上地域の

砂岩 よ りもやや発 達 した島弧 に 由来す る 可能性 が

高い ．ま た ， 岩片 や 礫 に 含 ま れ る チ ャ
ート は白亜 紀

前期以 降 に 形成 し た付加体 に 由来す る可能性が あ

る．

砂岩 の 全岩化学組成

　日高帯北部の砂岩 の 全岩 化学組成 を第 2表 に 示

す．全体 として砂岩の モ ード組成の特徴 と調和 的 で
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第 2 表．北部 日高帯砂岩 の 全岩化学組成 （wt ．％）．　 Total ＝ ユ00％

と し て再計算 し た 値を示 す．分析 は総合研 究 「変動 帯 の 砂岩」

（Anal．　No．71， 73〜75，083，085〜087）， お よ び工 業技術院地質調

査所特別研究 「深部 鉱物資源 ポ テ ン シ ャ リテ ィ 評価 に 関す る研究」

（Anal．　No ．328，350，351，354）の
一

環 と し て 行 わ れ た ．

ANAL ．No．　　 　 08＄　 　　 　 085

SAMPLE 　 　 　 　 KO 　7　 　 KO 　506

Loc．　 　 　　 　 西興 部 　　 　西興 部

Geo］．1）iv，　　　 西興部層　　西興部層

Sio：

Al±OsTFepOz

（FeO ）

MgOCaONatOK20Tio21

コ：OsMnO8aOSrOZrO2L

，0．1

62．92　　　　　 62、22
16．49　　　　　 16．36
5．45　　　　　　5、84
（3，51）　　　　 （3、75）
2．3D 　　　　　2．32
1、41　　　　　　2、74
4齟93　　　　　　3．96
2．79　　　　　　2、69
0．69　　　　　　 0、74
0．13　　　　　　0．14
0、G7　　　　 0．  7
0．08　　　　　  ，04

2．742 ．88

32sTsh

　6

洛滑 川

札滑層

　 35e　　　　　　　 351　　　　　　　 354

NO 　24　　 　 NO4 　　 　 NO52

興 部川　 　 　興 部 川　 　 　西興 部

上興 部層　　上 興部 層　　西興 部 層

56．04　　　　　63．90　　　　　 67．09　　　　　64．26
16、9S　　　　 l5．39　　　　 15、79　　　　 16．工9
8．56　　　　　　6．17　　　　　　5．24　　　　　　6．73
（5，60＞　　　　 （3．65）　　　　 （3、99）　　　　 （4．90）
3．60　　　　　　 2．56　　　　　　2．08　　　　　　 Z．呂7
3．17　　　　　2rO2　　　　　1，79　　　　　0．97
4、98　　　　　　　4．98　　　　　　 2．44　　　　　　　Z．工5
1．64　　　　　　 2』26　　　　　　2『19　　　　　　　2『54
1，D1　　　　　　 0．6呂　　　　　　 ．68　　　　　　0．76
0．16　　　　　　　0．13　　　　　　 0．11　　　　　　 0．09
0．15　　　　　0．13　　　　 0、06　　　　 0．D6
0．D6　　　　　　　0．0ア　　　　　　0．07　　　　　　 0．05
0．07　　　　　　　0．G5　　　　　　0．04　　　　　　0．02
D、01　　　　　　 0．G2　　　　　　 0，02　　　　　　0．02
3．59　　　　　　　2．33　　　　　　 2．40　　　　　　 3．29

ANAL ．No 、
SAMPLELoc

，
GeDLDiv．

Sio，
A］，Oヨ
TFesOs

（FeO ）

MgOCaONa20K

，OTiO2P

，O，
MnOBaOSrOZrOpL

．0．1

71　 　　 　 　 ？3

Yu　54　 　　 Yu 　63

丸 瀬 布 　 　 　丸瀬 布

金 山層　　 　金山層

65．03　　　　　66．17
14，62　　　　　 14，2L
5，90　　　　　5、52
（3．70）　　　 （3、7S）
2．97　　　　　3．11
0．46　　　　　 G，39
3．33　　　　　3．34
2．73　　　　　3．06
0．78　　　　　　0．68
0、19　　　　　 0．22
0．06　　　　　 0，10
0．06　　　　　0．10

3．s73 ．10

74Yu

　91

上丸

上 丸層

75　　　　　　　　087　　　　　　　086
Yu201　　　 UeZV6 　　　KOse7

上 丸 　 　 　上 古丹 川　 　 　豊 畑

上 丸層　　　立 牛 層　　　瑠橡層

67．50　　　　　　67．2S　　　　　　67．49　　　　　　6．55
14．85 　　　　　 13．72　　　　　 14．03 　　　　　 13．99
4，29　　　　　　　4．59　　　　　　5．29　　　　　　5．45
（3．02）　　　　（3、44）　　　　　（3．63）　　　　（3．5工）
1、g4　　　　　　　2．19　　　　　　2．38　　　　　　2．67
0，98　　　　　　　1．7D　　　　　　 O．98　　　　　　 0．ア6
4．27　　　　　　 3．33　　　　　　 3．55　　　　　　 3．3工

2．07　　　　　　2．57　　　　　　　1．95　　　　　　2，56
0．58　　　　　　0．57　　　　　　0．66　　　　　　0，64
0．20 　　　　　　0．21　　　　　　G．14　　　　　　D．12
e，05　　　　　　 0．06　　　　　　 0．05　　　　　　 0．05
0、05　　　　　　0、07　　　　　　0．02　　　　　　e、05

3，223 ．713 ．463 ．85

あ る．2 っ の 地域 の 砂岩組成 の特徴 は以 下 の 通 りで

あ る．

i） Sio2は 56〜67wt．％と低 い 値を示 し ， 2 つ の 地

　域 の うち立 牛
一
丸瀬 布地域 で やや 高 い も の が多

　い ． こ れ は 石英 ・チ ャ
ー

ト量 の 反映と み られる．

ii）全 鉄（TFe203 で 表 示 ）＋ MgO や TiO2 は 西 興

　部
一

滝上地域 の もの が やや高 い ．こ れ は中性 ない

　し塩基性の火山岩の 岩片量の 反映 と考 え ら れ る．

iii） 泥質堆積 岩 や 長 石 の 量 に よ っ て 規 制 さ れ て い

　る と考 えられ る A1、O ，
は，西興部

一
滝上地域 の 砂

　岩が高 い 値 を示す．基質や 砂岩 ・泥岩の量 は立

　牛
一
丸瀬布地域 の 方 が多 い 傾向に あ る の で ， こ の

　含 有量 の 差 は長石 や火 山岩中の長石斑 晶に 主要

　 に影響さ れ て い る と み られる．

　参 考ま で に 興部地 域 の 瑠橡層 の 砂岩 の 分析値 を

第 2表 に 示 した．こ の 砂岩 の 化学組成 は 西興部一滝

上 地域の砂岩 よ りも立牛
一
丸 瀬布地 域 の 砂 岩 に 似

て い る．時代的 に も岩相的に も比較的類似し た地質

体が 日高帯北部の東縁（E 帯）を構 成す る こ とは確 か

な よ うで あ る．

　砂 岩 の 全 岩化学組成 か ら造構場 を推定す る た め

の い くつ か の判別図が提案さ れ て い る．その ような
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（a）

w

1

0

（b）
Al2

．3

．2

1

　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　

　　　　　　TFe203＋vvlgo　wt ％　　　　　　　　　　　　TFQ2Cb＋ MgO 　wt ％

第 6 図。TiO2 − TFe203＋ MgO 図 （a）お よ び Al203／SiO2− TFe203 ＋ MgO 図 （b）．

点線 は Bhatia（1983）に よ る 各造 構 環 境 の 組 成 範 囲 （A ： oceanic 　 island　 arc ，　 B ：

continental 　island　arc ，　C ：active 　continental 　margin ，　D ： passive　margin ）．記号は第

5 図参照（☆ は瑠橡層 ， ★ は本間の沢メ ラ ン ジ ェ の試料）．説明 は本文参照．

判別図 に分析値 をプ ロ ッ ト し た．Bhatia（1983）の

TiOz − （TFe203 ＋ MgO ）図 で は 西 興 部
一

滝 上 地 域

の 砂岩 は oceanic 　island　arc 〜continental 　island

arc の領域 に プ ロ ッ ト さ れ る（第 6 図 a）．そ れ に対し

60 70 SiO2翳
第 7 図．K ，O／Na20 − Sio2図．各造構環境 の組

成 範 囲 （ARC ： oceanic 　island　arc 　 margin ，

ACM ： active 　continental 　rnargin ，　D ： passive

margin ）は ，
　 Roser＆ Korsch （1986）に よる．記

号 は第 5〜6図参 照．説明 は本文参照．

て ， 立 牛
一
丸 瀬 布 地 域 や 瑠橡 層 の 試 料 は 一

部

oceanic 　 island　 arc の 領域 に は い る が
， 大部分 は

continental 　 island　arc の 領域 に プ ロ ッ トされ る．

AI203／SiO2− （TFe203＋ MgO ）図 で は ， ばらっ きが

大き く明瞭な傾向が み られな い （第 6 図 b）。なお第 2

表に は示 し て い な い が ， 本間 の 沢 メ ラ ン ジ ェ 中 の ブ

ロ ッ ク状 中粒 砂 岩 の 分 析値 は い ず れ の 図 で も

active 　continental 　 margin の 領域 に プ ロ ッ ト さ れ

る．Roser ＆ Korsch（1986）の K20 ／Na20 − SiO2図

（第 7 図）で も造構場の意味や 区分が 多少異な るが 似

た ような傾向を示 し， 西興部
一

滝上地域の砂岩は ほ

と ん どが oceanic 　island　arc 　margin の 領域，そ れ

に 対 し て 立 牛
一

丸 瀬布 地 域 や 瑠橡 層 の 試 料 は

active 　continental 　margin の領域 に プ ロ ッ ト さ れ

る．第 8 図に は君波ほ か （1992）に よ っ て新た に 提案

さ れ た判別 図 と北海道 の 白亜紀後期 〜 古第三 紀初

期の各地 層 の 砂岩 の 化学組成 を示 し た．本地域 の砂

岩 の 化 学組成 と 湧別層群や 中の 川層群 の そ れ と は

モ
ード組成の 場合 と同様 な共通性 が み られ る．西興

部
一

滝上地域の砂岩は ， ほ ぼ 湧別層群〜中の 川層群

と重な る領域，即 ち 未発達〜発達 し た 島弧の領域 に

お ち る．また，立牛
一
丸瀬布地域 の 砂岩 の 化学組成

は中の 川層群や瑠橡層と類似し ， 発達 し た島弧 の 領

域に プ ロ ッ トさ れ る．以上 の よう に全岩化学組成か
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第 8 図．北海道 の 上部白亜系〜始新統砂岩 の Al203／SiO2− （FeO ＋MgO ）／（SiO2＋ K 、〇＋ Na20）図．

中部蝦夷層群 ， 瑠橡層（1 試料を除 く）， 湧別層群 ， 中の川層群 ，
お よ び根室層群の分析値 と造構場の

区別 は ， 君波ほ か （1992）に よる．北部 日高帯 砂岩 の 記号 は第 5〜6図参照．

ら推定 さ れ る 造構場 は ，
モ ード組成か ら推定 され た

造構場 と大 き く矛盾しな い ．

ま とめ と討 論

　北部 日高帯の 中央部 お よ び東縁部 の 2 地 域 に お

け る
“

古第三 系
” 7地質ユ ニ ッ トの 砂岩に つ い て ，

鏡下観察 ，
モ ード組成 ， お よび全岩化学組成を予察

的 に 検討 した．そ の 結果 は以下 の よ う に ま と め られ

る．

i）北部 日高帯 の砂岩 は
一

般に岩片（特に火山岩岩

　片）を主 とす る石質砂岩 で あ り，全岩化学組 成 で

　は TFe203 十 MgO や TiO2 に 比較的富み，　 SiO2に

　乏し い 傾向に ある．モ ード組成の特徴か ら こ れ ら

　は
“

火成弧
”

起 源 の 砕 屑物 を主体 とす る と考 え ら

　れ る．化学組成の特徴は モ ード組成の特徴 と比較

　的 よ く対応す る．

ii）古第 三 系暁新統 を 主 とす る と み られ る 中央部（D

　帯）の 上興部
一
滝上地域 ， お よび始新世前 後の 地

　層か ら な る と みられ る東縁部（E 帯）の 立牛
一

丸瀬

　布地域 の 砂岩 に つ い て 比較 した．前者 は安 山岩質

　岩片に著 し く富 む 火山岩質砂岩 を含み ， 後背地 と

　して 活動的 な火成弧が推定 され る．それ に比 べ て

　東縁部の砂岩は ， 全体 と し て 火 山岩片 の 量比 が 小

　さ く， 安山岩質な岩片よ り も酸性火山岩起源の 岩

　片の 量比 が 大 き い 傾向 に あ る．ま た ， 東縁部の砂

　岩 は，チ ャ
ー

トな ど の リサ イ クル 起源 とみ られ る

　岩片や ， やや成熟した島弧起源 と み られ る酸性深

　成岩な ど に 富 む ．

　北海道東部 の 白亜 紀末か ら始新世 に か け て の 地

層群を構成す る砕屑物は ，
い ずれ もオ ホ ーツ ク古陸

（あ るい は古 千島 弧）か らの 供給 が 推 定 され て い る

（君波ほ か ，1978；Kiminami ，1983；紺谷ほ か ，1986；
な ど）．こ れ らの うち 上興部層と ほ ぼ 同時期（暁新世）

の 堆 積 物 と み ら れ る湧 別 層 群 （君 波 ほ か ， 1990b；
Iwata ＆ Tajika，　in　press），佐 呂間層群（秋山ほ か ，

1990） あ る い は 白糠丘 陵地域 の 根室 層群川 流布累

層 ・富川 累層（君波 ほ か ， 1978）の 砕屑岩組成（Kontani

＆ Kiminami，1980；君波 ・紺谷 ， 1983；紺谷 ほ か ，

1986）は 石英 に 乏 し く中性な い し 塩基性 の 火 山岩片

が卓越す る． こ の ような特徴 は ， 今回予察的に検討
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し た 北部 日高帯 の 砂岩 ， 特 に 西興部
一
滝 上地域 の 砂

岩の特徴 と類似 し て い る．重鉱物組成な ど今後検討

を要す る点 はあ るが ，
こ の事実 は 日高累層群の中に

そ れ ら と共 通 した 供給 源 を持 つ 堆積物 が 存 在 す る

可能性を 示 し て い る．な お ， 白亜紀末〜古第 三 紀 の

時期 に ユ ーラ シ ア 柬縁部で は陸弧 的な火成活動が

知られ て い る が（Takahashi，1983な ど ）， 石英 に 富

む 酸性岩 の活動 が 主体で あ り ， 本 地域 の 砂岩 と は 直

接 に は 関連 しな い と考えられ る．
一

方 ， 同地域の礫

岩や 砂岩 は ペ ル ム 紀 や三 畳紀 の 石 灰岩 や チ ャ
ー ト

を礫 ， あ る い は堆積性 の 岩塊 と して 含む （遠藤・橋本，

1956；田 近 ・岩 田 ， 199  ．北部 B 高帯で は こ の時期

ク ラー
太平 洋海嶺起 源 とみ られ る玄武岩の 活動 が

推定さ れ て お り（君波ほ か ， 1990a）， これ らの 古い 海

洋性の 岩塊 が海洋地殼 か ら直接 も た ら さ れ た と は

考え に くい ．ペ ル ム 紀〜三 畳紀の石灰岩 を含む地質

体は ， オ ホ ーツ ク海周辺 で は 日高帯西縁部 の イ ドン

ナ ッ プ帯（清川 ， 1989）と そ の延長 と見な さ れ る 主部

サ ハ リ ン の 白 亜 紀 付 加 体（Rikhter ＆ Bragin ，

1985）， お よ び 北部 コ リ ャ ク 帯 や 西部 カ ム チ ャ ツ カ

帯の 白亜紀付加体 の
一

部 に認め ら れ る の み で あ る

（君波 ，
1986）．西部 カム チ ャ ツ カ帯の

一
部はオ ホ ーツ

ク 古 陸 の
一

部 と 見 な さ れ た こ と が あ る が

（Dickinson，　1978な ど）， そ こか ら供給 され た と み ら

れ る石灰岩体は ， 現在の根室帯や常呂帯に は知られ

て い な い ．常呂帯 で 最 も古 い チ ャ
ートの年代はジ ュ

ラ紀中期 で あ り（Okada 　et　al．
，
1989）， 石灰岩 に っ い

て もそれ よ り古 い もの は知ら れ て い な い ．現在の と

こ ろ，こ れ らの 供給源 として考えう る の は ， 日高帯

西縁部か ら 主部サ ハ リ ン に 延び る 白亜 紀付加体 で

あ ろ う。こ の こ と は ， 前述 の砂岩組成か ら推定さ れ

た後背地 と は矛盾 する。現在の と こ ろ それ らの関係

を議論す る に十分な デー
タ は な い ．し た が っ て，現

段 階 で は ， 日高累層群の砕層物が多元的な供給源 を

も つ 可能性を指摘す る に と ど め る．こ の点 に 関連 し

て ， 暁新統〜始新統 とみ られ る トム ラウ シ 地域 の 日

高累層群（君波 ほ か ， 1990a）の 砂岩が石英 ・長石 ・

チ ャ
ー

トに 富む 事 実（Watanabe ＆ Iwata ，1987）は

注目 さ れ る。

　北部日高帯東縁部（E 帯）の 日高累層群の 年代に っ

い て は資料が少な い が ， お よ そ 始新世前後 と推定 さ

れ る（君波 ほか ， 1990a；岩田談話）．こ の 地帯に は酸

性〜中性 火山岩 ・チ ャ
ート・砂岩泥岩 の 岩片に 富み ，

石英量比が 10〜25％と い っ た 共通 し た 特徴 を示 す

石質砂岩が広 く分布す る ようで あ る．瑠橡層砂岩の

淳

全 岩化学組成や モ ード組成（君波ほ か
，

1992）は 立

牛一丸瀬布地域 の 砂岩 と 同様 な特徴 を示 して い る．

調査地域の 南方，十勝地方に お け る 日高帯の 最 も東

側 に は 下 部の〜中部始新 統 ユ ーヤ ン ベ ツ 層が分 布

す る．ユ ーヤ ン ペ ツ 層 の 砂 岩 は酸性〜中性火 山岩 ・

チ ャ
ート ・頁岩の 岩片 に 富 み ， 石 英の 量 比 が 10

〜25％ で あ り（Watanabe＆ Iwata，1985）， 立牛
一

丸

瀬布地域 の 砂 岩 と よ く似 た特徴 を 持 つ ．こ れ らの 事

実は ， 北部 日高帯の東縁部（E 帯の地層群お よ び そ の

相当層）に 類似 した後背地 を もっ
， あ る い は類似 し

た 造構環境 で 堆積 し た 地層群 が 分布 して い る 可 能

性 を示 す ．こ れ ら の 砕屑物は，酸性深成 岩 を含 む こ

とな どか ら， 西興部
一
滝上地域の砂岩に比較 し て ，

より発達 した島弧 に 由来す る と考え られ る．ま た ，

チ ャ
ートな どの リサ イ ク ル 起源 の 岩片 も多 く，供給

源 と し て の 付加体の影響が 大 きか っ た と考 え られ

る．比較の 対 象 とな りう る他地域の砂岩組成の デー

タ は多 くな い が，自糠丘 陵地域 の 根室層群最上部 の

富川累層常室砂質シ ル ト岩部層（中部始新統）の 砂岩

組成（紺谷 ほ か
，

1986）は
，QFR 図上 で も岩片構成の

上 で も ， E 帯 の 砂岩 と は相違が 認 め られ る．空知
一

エ ゾ帯 の 上 部 始新統 石狩層群 幾春別 層 の 砂岩

（Okada，1960）は石質 ワ ッ ケ／ア レ ナ イ トで あ る が ，

E 帯 の 砂岩 よ りも石英 に 富ん で お り， 岩片の構成に

お い て も相違点が ある．

　 モ ード組成や化学組成の 上 で は ， 調査地域の 砂岩

は 日高帯南部 の 中の 川 層群の 砂岩（紺谷， 1980；七

山・
君波， 1989）に類似点が あ る．西興部

一
滝上地域

の砂岩は南部の中の 川層群 ， 立牛一丸瀬布地域 の 砂

岩 は 比較的火 山岩片 の 少 な い 北部 の 中 の 川層群（特

に ヤ オ ロ マ ッ プ川層）の そ れ に 類似 す る．中 の 川層

群の年代は ， これ ま で報告さ れ て い る限 りで は カ ン

パ ニ ア ン 〜マ ス トリヒ チア ン （岡村 ・木村 ， 1986；七

山・君波，1989）で あ り，北部 H 高帯中央〜東縁部 の

日高累層群 と は堆積年代の 上 で ギャ ッ プ が あるが ，

こ れ らの 地 層が共通 の後背地 に 由来す る可能性 も

あ り，今後さ らに 検討が 必要である．

　西 興 部
一
滝 上 地域 と立 牛

一
丸瀬布 地 域 と に 分布

す る 日高累層群 は， 陸源砕屑物 の 堆積場 で 形成さ れ

た 緑色岩類 の存在や 外来岩塊を含む 堆積物の存在

な ど共通 した点 が み られ る が ， そ の層相 に は か な り

の 違 い が ある．こ れ ら の 堆積環境 お よ び テ ク トニ ク

ス に お け る意義に つ い て は ， 年代論 も含め て今後よ

り詳 しい デ
ー

タを加えて 議論 したい 。
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砂岩に つ い て ， 鏡下観察・モ ード組

成 ・全岩化学組成の 予察的な検討を行 っ た．北部 日高帯の 砂 岩 は，

一
般 に岩片 （特に 火山岩岩

片）を主 とす る石質砂岩 で あ り， 全岩化学組成で は比較的 Fe203＋ MgO や TiO 、 に 富み ，　SiO2

に 乏 し い 傾向 に あ る．モ
ード組成 の 特微 か ら こ れ らは火 成弧起源 の砕屑物を主体 とす る と考

えられ る．古第三 系暁新統 を主 とす る と み られ る中央部 の 上興部
一

滝上地域 ，
お よび始新世前

後の 地層か らな る と み られ る東縁部の 立牛
一

丸瀬布地域 の砂岩に つ い て 比較 し た．前者は安

山岩質岩片に著 し く富む 火山岩質砂岩を含み，後背地 と して 活動 的な火成弧が推定され る，そ

れ に 比 べ て 東縁部 の 砂岩 は全体 と し て 火山岩片の含有量 が 少 な く な り，安山岩質 な 岩片 よ り

酸性火 山岩起源 の 岩片 に 富む 傾 向が ある．また ， チ ャ
ー トなどの リサ イ ク ル 起源 とみ ら れ る岩

片や酸性深成岩起源の岩片を含み ， 前者の砂岩に比 べ て より発達 した島弧か らの 供給 が推定

さ れ る．
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